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近 年、 世 界 的 に ハ イ ス ル ー プ ッ ト 衛 星（High 
Throughput Satellite：HTS）と呼ばれるマルチビーム
大容量通信静止衛星や低軌道衛星群によるメガコンス
テレーションなど多様な非地上系ネットワーク（Non-
Terrestrial Network：NTN）が登場し、地上系通信網
から NTN へ拡張した 3 次元的なネットワークの構成
が期待されている。我が国でも次世代 HTS の技術実
証に向け、技術試験衛星 9 号機（Engineering Test 
Satellite 9：ETS-9）図 1 の開発が進められている [1]。
ETS-9 では世界市場においても競争力のあるミッ
ション技術の獲得を目指し、Ka 帯周波数及び光通信
による衛星通信の大容量化、チャネライザ／デジタル
ビームフォーマによるフレキシブル化、通信システム
の統合的な運用制御を開発している。ETS-9 に搭載す
る光通信機器及び Ka 帯通信機器の機能性能確認実験

を始めとして各種衛星通信実験を実施する予定である。
衛星搭載ミッション機器（光・共通部）の監視・制御を
行う光・共通部ミッション SOC が必要となる。これま
でに設計・製作した光・共通部ミッション SOC [2] の
概要について報告する。
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図 1　ETS-9 衛星外観図

技術試験衛星 9 号機（ETS-9）を用いて、ETS-9 に搭載する光通信機器及び Ka 帯通信機器の機能
性能確認実験を始めとして各種衛星通信実験を実施する予定である。ミッション機器として光で
上り下り共に 10 Gbps の通信速度を目指す光通信機器と Ka 帯通信実証実験を支援する地球局が
衛星を追尾するためのビーコン信号及び光通信機器に蓄積された光詳細テレメトリ情報を送信す
る機能を有する共通部がある。衛星通信実験を遂行するためには衛星搭載ミッション機器の制御・
監視を行うミッション衛星運用センター（ミッション SOC：Satellite Operation Center）が必要と
なる。この光・共通部ミッション SOC の概要について報告する。

The National Institute of Information and Communications Technology (NICT) plans to use the 
Engineering Test Satellite-9 (ETS-9) to carry out various satellite communications experiments, 
including an experiment to verify the functionality and performance of the optical and Ka-band 
communications equipment to be installed on the ETS-9. The mission equipment includes an 
high speed communication with advanced laser instrument(HICALI) that aims for a communica-
tion speed of 10Gbps in both up and down directions using laser, and a common communication 
subsystem that has the function of transmitting beacon signal for the earth station that supports 
the Ka-band communication demonstration experiment to track the satellite, as well as detailed 
telemetry information stored in HICALI. In order to carry out satellite communication experiments, 
a communication mission satellite operation center (Mission SOC: Satellite Operation Center) that 
controls and monitors satellite-mounted mission equipment is required. This paper shows that 
outline of designed and manufactured Mission SOC. 
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	 光・共通部ミッション SOC

光・共通部ミッション SOC は ETS-9 に搭載する光
フィーダリンク通信サブシステムと共通部通信サブシ
ステムのテレメトリ・コマンド処理を行うものである。
図 2のシステム全体構成図に示すとおり衛星バス SOC

（初期運用システム及び定常運用システム）と接続し
ミッション機器の運用を行うことができる。構成機器
は処理サーバ、ストレージ、テレコマ端末及びリモー
トテレコマ端末である。各サーバ・端末等は NTP

（Network Time Protocol）により GPS 時刻サーバで得
られた時刻データを使って時刻同期する。ネットワー
ク運用センター（NOC）からの指示で光・共通部ミッ
ションの運用管制を行うこともできる。光・共通部
ミッション SOC の外観写真を図 3 に示す。固定・可変
ミッション SOC も鹿島 Ka 帯大型地球局を介して運用
管制を行う。

2.1	 光・共通部ミッションの機能
光・共通部ミッション SOC の処理サーバは衛星バス

SOC とインタフェースを取り、光通信及び Ka 帯通信
に関する実験を実施するために必要となるテレメトリ
生データを受信し工学値変換等を行い表示するととも
に、制御に必要なコマンドを生成し送信する機能を有
している。光・共通部ミッション SOC の運用は鹿島

（茨城県鹿嶋市）のテレコマ端末から行うが、光地上

局 [3] のある NICT 本部（東京都小金井市）等のリモー
トテレコマ端末から運用することも可能としている。
また、共通部通信サブシステムから鹿島 Ka 帯大型地
球局にダウンリンクされる光フィーダリンク通信サブ
システムの詳細テレメトリ（光衛星通信実験時に衛星
に蓄積した詳細なテレメトリデータ）を取得し工学値
変換する機能も有する [4]。さらに、沖縄 Ka 帯大型地
球局で光詳細テレメトリデータを受信する冗長化も
図っている。
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図 2　システム全体構成図
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	 運用管制イメージ

3.1	 処理サーバ
光・共通部ミッション SOC の稼働状況（回線接続、

テレコマ端末接続状況、システムの処理メッセージ
等）をリアルタイムに処理サーバ画面（図 4）に表示す
る。処理サーバは主系と従系の 2 系統を用意し主系が
ダウンした場合従系に切り替えて引き続き運用が継続
できる。処理サーバは共有ストレージをマウントし各
種サービス（テレメトリ処理、コマンド処理等）を起動
する。

3.2	 テレメトリ処理
光・共通部ミッション SOC は衛星バス SOC からテレ

メトリデータ HK（House Keeping）テレメトリ（バス）、
HK テレメトリ（光）：①通常の HK テレメトリ、②光詳
細テレメトリ（HK 再生）、HK テレメトリ（共通部）を受
信し工学値変換等の処理をして表示する。リアルタイ
ム処理としては表1に示すリスト表示、時系列リスト表
示、グラフ表示、ブロック図表示機能を有し、各テレコ
マ端末に表示することができる。テレメトリのリスト
表示例を図5に示す。リスト表示ではテレメトリの最新
値とリミットチェックとしてあらかじめ設定したリ
ミット値に対して上限超過（▲）、下限超過（▼）をそれ
ぞれ赤色（アクションレベル超過）と橙色（コーションレ
ベル超過）で表示しオペレーターに注意を促す。 

3.3	 コマンド処理
コマンド処理は、まずコマンドの編集としてユーザ

が運用手順書（SOP：Satellite Operating Procedure）か
ら選択し（図 6）、送信電力を設定するためのコマンド
パラメータ（マグニチュード値）等を設定し運用計画と
して保存する。次にコマンド編集画面で保存された運
用計画を読み込みコマンド送信する。送信したコマン
ドが衛星で受信されたかどうかは、衛星のコマンドカ
ウンタの数値がコマンド数だけカウントアップされた
かどうかで確認する。次に送信したコマンドが衛星で
正しく実行されたかどうかは対象機器のテレメトリ
データで確認する。 

3.4	 システム監視機能
システム監視機能は光・共通部ミッション SOC の構

成機器が正常に動作していることを常時監視し状態を
表示することができる。監視対象は処理サーバ（主系・
従系）、テレコマ端末、共有ストレージ、ネットワーク
装置、GPS 時刻サーバ、無停電電源装置（UPS）である。
監視内容は死活監視、ログに障害ログが記録されてい
な い か 監 視 す る。 ま た、SNMP （Simple Network 
Management Protocol）機器について障害などにより
SNMP トラップ信号が送出されていないかを監視す
る。
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表 1　テレメトリリアルタイム処理項目

図 4　処理サーバ画面イメージ

図 6　SOPイメージ

図 5　テレメトリリスト表示例
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3.5	 その他
光・共通部ミッション SOC はシステム障害に対する

対策として冗長構成、予備機切替え等で運用の連続性
を確保している。共有ストレージはデータベースソフ
トウェアで管理しテレメトリデータ、ログデータ等を
提供する。ファイルシステム全体のウィルス対策ソフ
トウェアによるウィルス検出やネットワークセキュリ
ティ対策等を実施している。

	 おわりに

衛星搭載ミッション機器（光・共通部）の監視・制御
を行う光・共通部ミッション SOC の概要について報告
した。ETS-9 衛星打上げ静止化後の実験運用に向けて
適合性試験として、衛星実機に搭載された光フィーダ
リンク通信サブシステムと共通部通信サブシステムと
衛星バス SOC、光・共通部ミッション SOC 間でテレ
メトリ・コマンド運用が問題なく実施可能かの試験、
さらに各ミッションとミッション地上設備（固定・可
変 SOC、光・共通部ミッション SOC，GSOM，FDP）
間のミッションデータ通信を含めた End-to-End 試験
を実施する予定である。 
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